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週休２日制確保モデル工事実施要領補足事項（港湾関係工事） 

 

１ 経費補正の実施 

当初積算の設計金額において、下表の経費にそれぞれの係数を乗じた補正を行う。 

現場閉所実績 労務費 
機械経費 

（賃料） 
共通仮設費率 現場管理費率 

４週８休以上 1.04 1.02 1.02 1.03 

※ 材工一式での見積単価及び工場製作工については、労務費及び機械経費（賃料）

の補正対象としない。 

※ 市場単価工種の補正については下表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 労務単価等の補正の計算仕様について 

労務単価の補正 

①労務単価(補正前) 

＝ 所定内労働に対する賃金＋割増賃金  

＝ 労務単価×（ 1 ＋ Ｋ × 割増すべき時間数 ）  

※整数1位四捨五入 

Ｋ ： １時間当たり割増賃金係数（職種毎に算出）  

 

②労務単価(補正後) 

＝ 労務単価×（ 1 ＋ Ｋ × 割増すべき時間数 ）×週休２日の補正係数［1.04］  

※整数１位四捨五入 

 

市場単価の補正 

①市場単価（補正前） 

＝ 標準単価 × ( 1 ＋ 施工規模等補正係数 )  

※小数１位切捨て。ただし、鉄筋加工組立については単位をtからkgへ変換して採

用していることから、小数３位切捨てとする。 
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②市場単価（補正後） 

＝ ①施工規模等補正後単価 × 休日確保補正係数  

※小数１位切捨て。ただし、鉄筋加工組立については単位をtからkgへ変換して採

用していることから、小数３位切捨てとする。 

 

機械経費(賃料)の補正  

①機械経費(賃料)（補正前） 

＝ 標準単価 ×（ 1 ＋ 長期割引率等 ）  

※有効数字３桁（４桁目切捨て ） 

②機械経費(賃料)（補正後） 

＝ ①長期割引率等補正後単価 × 休日確保補正係数［1.02］  

※有効数字３桁（４桁目四捨五入 ） 

 

間接工事費の補正  

（１）共通仮設費率  

① 共通仮設費率(補正前)は、現行積算基準に基づいて共通仮設費対象額によって

算出された率とする。  

共通仮設費率(補正前)の式  

Ｋｒ ＝ ａ・Ｐｂ ※小数3位四捨五入  

Ｋｒ : 共通仮設費率（％）  

Ｐ ： 共通仮設費率の算出対象額（円）  

ａ、ｂ： 定数値  

② 共通仮設費率（週休２日の補正後）  

②共通仮設費率（週休２日の補正後）  

＝｛①共通仮設費率(補正前) × 海上輸送に要する補正係数  

＋ 施工地域・工事場所による補正値｝× 週休２日の補正係数［1.02］  

※｛ ｝は小数３位四捨五入。その後、全体を小数３位四捨五入。  

 

（２）現場管理費率  

① 現場管理費率(補正前)現行積算基準に基づいて現場管理費対象額によって算出

された率  

現場管理費率(補正前)の式  

ＪＯ ＝ ａ・Ｎｐ
ｂ ※小数３位四捨五入  

ＪＯ ： 現場管理費率（％）  

Ｎｐ ： 純工事費（円）  

ａ、ｂ： 定数値  

② 現場管理費率（週休２日の補正後）  

②現場管理費率（週休２日の補正後）  

＝｛①現場管理費率(補正前) 

＋ 施工地域・工事場所による補正値｝× 週休２日の補正係数［1.03］  

※小数３位四捨五入 



別添資料２ 

 

３ 工事成績評定への反映（要領５ 5(3）関係） 

現場閉所実績に応じて、工事成績評定で下表の加点や減点を行う。 

現場閉所実績 加点 

完全週休２日 ２点 

４週８休以上 １点 

 

現場閉所実績 減点 

明らかに週休２日に取り組む姿勢が見られなかった場合 －１点 

 

 

 


